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１．自己紹介

✓ 土屋 俊樹

✓ 株式会社ハイマックス 2001年キャリア入社

✓ 取得資格：IPA高度（DB、AE、SM、PM、ST、SC、AU）

CITP取得2015年（3回更新）

✓ CITP活動：情報処理学会CITPフォーラム副代表（任期2年）

SIG参加（社会価値創造、シビックテック、おんらいん読書会）

✓ 論文寄稿：情報処理学会誌 2018年8月号 「CITPによる地域復興アイデアソン」赤坂氏と共著
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２．会社紹介

✓ 株式会社ハイマックス

✓ 創業1976年（今年2026年で創業50周年）

✓ 東証スタンダード市場上場

✓ 中堅のシステム開発会社（年商約180億円、社員数約900名）

✓ 本社所在地：横浜 クイーンズタワーＣ棟21Fの北側

（景色の良い南側はTSMCジャパン本社）

✓ 高度資格取得者に報奨金制度あり

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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３．業務経歴（CITPの取得に至るまで）

✓ 業務システム開発メインの現場エンジニア（PG→SE→PM→上流工程コンサル、PMO、PM支援）

✓ 当初（1980年代第三次オンラインのころ）は汎用機で銀行・証券系のシステム開発に従事

✓ 20代半ばで会社辞めて北海道放浪の旅のあと、汎用機→パソコン系のエンジニアを目指すことにした

✓ コネなし、学歴なし、資格なし、経験だけ、が頼りで２０社ほど不採用 →１年ほど就活

✓ ようやく小さなソフトハウスに再就職（なんとかIT業界に見捨てられなかった・・・勉強は大事、に気付く）

✓ 色々学んだけど当時の社長が急逝。いろいろあって2001年にハイマックスに転職（資格の威力を実感）

✓ ハイマックス社では、流通・物流系システム開発にPMとして従事

✓ 2010年ごろより営業活動の一環でお客様の情報シス向けの講師を担当（見積り技法、テスト技法、PM）

✓ 2015年、CITPを取得しコミュニティに参加し始める（本日はそのお話）
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４．CITP取得の経緯

✓ 念願だったITストラテジスト取得後に、ちょうどCITPの存在を知った。

→知識だけではなく、複数PRJの成功実績と社会貢献（学会活動、人材育成）が求められる。

✓ さらに旭寛治氏（情報処理学会フェロー）の論文（＝檄文）を読み刺激された。

（'https://ipsj.ixsq.nii.ac.jp/records/77472）
→ITプロフェッショナルエンジニアとは、

自らのスキルに誇りを持ち、社会的地位が高く尊敬される存在になるべきだ。（土屋解釈）
→プロフェッショナルコミュニティに参加してみたくなった。

✓ 2015年に個人申請でCITPを取得し、コミュニティに参加

✓ 資格取得後、会社に制度新設を依頼

o 報奨金は不要（高度情報処理試験合格で数十万円の報奨金あり）

o 資格の更新費用を負担

o CITPイベントへの交通費負担

o 原価率の変更（事業部負担0.9、HRM部負担0.1）

→月に２日程度、事業部に拘束されない自由な時間を確保できる！

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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５．CITP活動10年で感じたこと（その１）

✓ 毎年アニュアルレポートを発行

→表示デザインは、古澤優子（知人）の個展で見た絵を貸借

✓ 知の創造SIG代表松田氏（JISA）より執筆を薦められる。

→「初中級プロマネのための現場で活かせ！統計情報」 寄稿

内容は、IPAのソフトウエアデータ白書の統計値を使って、

品質、生産性を評価する方法を解説。私自身困っていたこと。

✓ 意外な方面から反響がありビックリ。

→CITPメンバーの方、数名から「これイイね」

→数年経って、検索で見つけた社内やお客様から声掛けあり

→WEBの開発者サイトで紹介されたいた！

→ささやかなことだけど、世界の片隅で見つけてくれた！
→こういうことが仕事の励みになるな～

✓ 現場で活かせ統計情報 検索

●「見つけてくれる楽しさ」を知る

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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✓ 社会価値創造SIG（シビックテック）にて学生向けワー

クショップ開催（参加費無料）

復興支援（社会貢献活動）の一環で、石巻専修

大学にてCITPシンポジウム開催、
学生を中心にデザイン思考のワークショップを実施。

✓ 被害甚大な石巻の各地の震災遺構を見学

見るのと、聞くのでは大違い。

実物の迫力に圧倒された。

✓ 3年に渡る実績を認められ、授業枠１コマ受領

→亀山教授に正式な授業にできないか、ご相談

→CITP橋本氏（元日立）中心の情報教育支援・

実践SIGへ引き継ぎ

●SIG活動（シビックテック）で各地にお出掛け
←レンタカー借りて石巻専修大学へ到着

↓学生たちとのワークショップ

↓震災遺構 旧大川小学校見学

趣のある旅館に宿泊し懇親→

５．CITP活動10年で感じたこと（その２）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.



14

✓ コラボ企画でデザイン思考ワークショップを各地で開催

→大学以外にも、CITPメンバーの協力を得て、ソフトバンクさん
（天王洲）や中電CTIさん（名古屋）で、デザイン思考を

取り入れた研修会を開催

→研修中のスキット（寸劇）が大ウケ。
参加者の皆様は例外なく芸達者！

物凄くまじめに取り組んでくれた！

→ワークショップって事前準備は大変だけど、実践はメチャ楽しい！

●ワークショップの本当の楽しさを知る
福士氏（LAC）がデザインした当時のパンフレット。プロ並みの出来栄え！↓

５．CITP活動10年で感じたこと（その３）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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✓ CITPコミュニティ定例会の開催

→おおよそ3か月毎に幹事会内の持ち回りで開催

開催場所は、基本的に各社事業所会議室

✓ 一般人立ち入り禁止！が見れる

→たまーに社内を見学させていただける。某会社さんのセキュリティルーム

（これはすごい！社員さんもあまりみれないらしい・・・）

→某大手セキュリティ会社のサイバー監視ルーム

→この場に参加していなければ、一生見ないであろう場所。

→本日の開催場所 Lumada（ルマーダ）も

日立様ご提供（右の写真は窓からの景色）

✓ ここだけの話の面白さ

→CITPメンバーの人脈がスゴ。トレンド＆面白い講演が無料で聴ける！

→資料すら持ち帰れない、ここだけの話がバンバン飛び交う（もちろん守秘義務の範囲で）

→あこがれの著名人が生講演する（本日の鈴木先生ゲストの会は、過去最大の参加者）

●定例会でのバカにできない役得

５．CITP活動10年で感じたこと（その４）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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✓ 初田賢司先生の生講演

→元CITP平林氏（元日立）の紹介で、初田賢司先生が
CITP定例会で登壇講演

✓ 初田賢司先生著作

→「本当に使える見積もり技術」 2013年

「システム開発のためのWBSの作り方」 2012年

「ユーザーのためのシステム開発の見積もり評価」 2015年 他

→見積りは「システム開発プロジェクトの命」であるが

その技は企業機密になってしまっている。。。それを大公開
→これを読まずにPMするのは危険・・・

✓ サインをいただきました！

→琴線ワードを拾ったノートに直筆サインGET

●定例会での著名人の生講演①

５．CITP活動10年で感じたこと（その４ー１）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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＜アイスブレーク＞ アナログ読書のおすすめ

✓読み終えたとたん、片っ端から忘れていく現実・・・・

なんのために読んでいるのか意味わからん

✓なので一言だけでもログを取ろう

✓琴線ワードに付箋を貼って、あとから写本

✓気付いたら一言ではなく、三十言くらいに・・・

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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＜アイスブレーク＞ アナログ読書のおすすめ

✓家族曰く 「きちんと棺桶に入れてあげるね 」

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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✓ 細川義洋先生の生講演

→元CITP平林氏（元日立）の紹介で、
細川義洋先生がCITP定例会で登壇講演

✓ 元CITP平林氏とは

→初代のCITPフォーラム代表でコミュニティを牽引

元政府CIO補佐官、日本語コード体系整備に尽力

✓ 細川義弘氏の著作

「IT調整委員が教えるモメないプロジェクト管理77の鉄則」 2014年
「成功するシステム開発は裁判に学べ」 2017年

「システムを「外注」するときに読む本」 2017年 他

→過去案件で損害賠償（遺失利益）を

喰らった身としては、身に染みる内容！

✓ サインをいただきました！

→サイン本は会社の本棚に寄贈・・・今日も誰かが読んでいる

●定例会での著名人の生講演②

５．CITP活動10年で感じたこと（その４ー２）
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＜アイスブレーク＞ 裁判は面白い！

✓ なるほど裁判判例は読むと長いけど面白い！ →実際の判例を読み込んで講座のケーススタディにした。

●ジェイコム株誤発注裁判●スルガ銀行IBM裁判

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.



＜アイスブレーク＞ 裁判は面白い！

✓ ジェイコム株誤発注裁判の判決は、どこが賠償範囲なのかよくわからん・・・ →得意の業務フローで図解

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved. 21
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✓ おんらいん読書会SIGの活動
→CITP松田氏（JISA）が代表で、土屋が副代表、隔月開催過去400冊の本紹介

現在は、読書充電期間につき活動休止中

→メンバーのジャンルが異なりすぎてて、毎回驚かされる（変なヒト多し）

→そして、知的探求心がありすぎて、毎回ためになる。

✓ 印象に残った名言

→「宇宙観が変わった！」（ＳＦ小説「三体」感想より）

✓ 中津川渓谷夏合宿開催

→年一企画：代表宅で、BBQ宿泊ありでトコトン語る会

→バラバラと現地集合、五平餅でお出迎えが優しい！

→手作りログハウスと広いテラスからの眺望は気持ちイイ～

→岩魚の塩焼きってこんなに美味しいの？

→ミョウガ微塵切りとシラスを和えものは、朝ごはんおかわり進む

→どんなグランピングよりも素敵な体験（なはず）

●読書会での貴重な交流

↓夏合宿のひとコマ。テラスで至福のBBQ

５．CITP活動10年で感じたこと（その５）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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＜アイスブレーク＞ 帰路、山の中でガス欠・・・（日本人は素晴らしい！）

✓ 雨予想により、今年は原チャリで参戦。（片道300km、往復600km）

✓ 帰路、代表宅を出てすぐに燃料警告灯点灯（点灯して約40km走る。まあ余裕でしょう・・・）

✓ スタンド３件いずれも日曜定休日（ドキドキが、段々恐怖へ・・・）

✓ 60km走って、片田舎で遂にガス欠エンスト・・・（そして僕は途方に暮れた・・・）

１．目の前にいた交通誘導のおじいさんにガソリン無いか尋ねる。「軽油しかねえよ！」

２．交通誘導おじいさん曰く 「警察に言えばガソリン譲ってくれるよ！」 ほんとか！

藁にも縋る想いで警察に電話したら、「警察はそんなサービスしていません！」
女性担当者から怒られた・・・当たり前ですね

３．検索して民間サービス業者へ電話。「10リッター、15,000円です」 →「またかけ直します・・・」

４．JAFへ加入して電話。「加入当日はまだ契約発効外です。19,000円になります」→「またかけ直します・・・」

５．意を決して、道路挟んだ反対の民家に助けを求める。「ガソリン実費で譲ってください」

→「いいよ」

→軽自動車では、醬油チュルチュル届かず。気を取り直して軽トラに突っ込むと、届いた！

３リットル分譲ってもらい、5,000円差し出すと、「冗談じゃねえ、こんなにもらえねえ」

✓ 次のスタンドまで27kmもあった。とても歩ける距離ではなかった・・・

↓愛車のズーマー（姪から不動車をタダで譲ってもらった）

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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６．CITP活動を振り返って

1. アニュアルレポート執筆 →「見つけてくれる楽しさを知る」

2. シビックテック活動 →「ＳＩＧ活動で各地にお出かけできる」

3. 研修会でデザイン思考 →「ワークショップの本当の楽しさ知る」

4. 定例会役得 →「一般人立ち入り禁止区域も見学できる」

5. 著名人の生講演 →「サインもらえて嬉しい！」

「役に立つ」、「仕事に繋がる」 → ではない

打算と関係ない貢献に、皆一生懸命時間を割いている。

活動を通じて、仲間が増えて、IT業界をより楽しめてる！
Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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７．今後の展望について

経産省 「デジタル経済レポート」 2025年4月発行
●日本のデジタル市場では、ＳＩが38%で一番大きいが、低利益率、
低成長率の市場に踏みとどまっている。

→ＳＩは労働集約型のビジネスモデル。投入した工数しか売上に
結びつかない。

●このままだと2035年日本のデジタル赤字は、45.3兆円に達すると試算。
→日本の富が、海外に吸い取られていく構造

●優秀なデジタル人材は存在しないのではなく、給与水準の低さから

デジタルシフトの進まない政府・企業ではなく、一部デジタル企業に

雇用が偏ってるだけである。

→企業がITエンジニアにとって魅力がある会社に変換する必要あり。
→一方でIPA情報処理試験も2027年度から、よりDX向けの試験
制度へ大転換する。エンジニア側も変わる必要あり。

✓ この大転換期に、コミュニケーションを密にともに乗り越えたい。

✓ 勤勉な日本人は、絶対に乗り越えられるはずだと、確信している。

出典：経産省「デジタル経済レポート」 2025年4月

Copyright(C) Himacs, Ltd. All right reserved.
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